


流滴剤塗布型農POフィルム

１．製品には表と裏があります。製品に印刷された文字がハウスの外側から正しく読めるように
展張してください。

２．ハウス内面の流滴面を強くこすらないでください。特に展張時にパイプとの擦れにご注意く
ださい。塗布面が欠落し、流滴性が損なわれることがあります。

３．高温時にフィルム同士が融着することがありますので、フィルムを保管する際には直射日光
のあたらない冷暗所に保管し、展張時にも十分ご注意ください。

４．夏場に展張するときには、たるみが出ない程度にゆるく張ってください。また、冬場に展張
するときには夏場にゆるむので強めに張ってください。

５．高温環境下において、ハウスのパイプ及び部材との接触により、フィルムの劣化が促進され
る恐れがございます。

６．イオウ燻蒸や硫黄系薬剤はフィルム劣化を促進させるので散布を避けてください。また、近

所での硫黄系薬剤散布につきましても劣化を引き起こす可能性があります。
７．土壌消毒によりハウス内が高温となる場合に流滴性能が低下する恐れがありますのでご注意
願います。

８．濡れたままの状態で巻き上げ等をされますと、フィルム同士がくっつくことがございますの
で、よく乾燥させてから保管してください。

９．ハウスバンドを使用しますと破れることがありますのでご注意ください。また、スプリング
状の止め具で固定する場合、被覆スプリングや専用補助部材を使用してください。

10.   農ビと重ね合わせて使用すると、耐久性が損なわれることがありますのでおやめください。
11.   絞り機を使用した場合、流滴性能が損なわれることがあります。
12.   展張したフィルムは地域・場所などの使用条件によって使用期間に差が出る場合がございます。

中期
展張用

散乱光による効果

▶高い散乱光率で 葉焼け、高温障害を抑制 します。

▶葉と葉の間などに 影ができにくく 生育のばらつきを   
    抑制します。

0.1mmの塗布
型に散乱光タ

イプ が新登場
！

取扱店

25-0-00-OK

https://www.ss-film.co.jp/
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〒101-0024   東京都千代田区神田和泉町1-9-2（住友不動産神田和泉町ビル7F）
TEL. 03-5809-3608     FAX. 03-5833-5200
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直射光
 

散乱光

 

散乱光のイメージ図

▶ ハウス内側の影の比較 ◀ 
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